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バ
ス
三
台
二
百
名
大
蔵
省
に
抗
議

日
患
同
盟
・
全
患
連
結
核
対
策
予
算
削
減
・
公
費
改
悪
反
対

　

十
月
の
総
選
挙
で
一
般
消
費
税
新

設
に
ノ
ー
の
答
え
を
国
民
か
ら
も
ら

っ
た
自
民
党
と
政
府
は
、
来
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
今
度
は
、
お

年
寄
り
や
子
供
あ
る
い
は
患
者
に
対

し
て
、
特
に
福
祉
切
り
捨
て
を
強
め

よ
ラ
こ
や
っ
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
公
謐
府
の
や
り

方
に
対
し
て
、
国
民
各
層
の
反
対
運

動
あ
る
い
は
要
求
運
動
が
急
速
に
盛

り
上
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
本
誌
兵
‥
）
号
に
掲
載
し
ま

し
た
よ
う
に
、
結
核
患
者
の
医
療
費

公
費
負
担
六
〇
〇
億
円
の
全
面
削

大蔵省に抗議する日患同盟、全患連各団体代表

減
、
老
人
医
療
の
有
料
化
に
よ
る
国

庫
支
出
約
九
三
〇
億
円
削
減
、
児
童

手
当
廃
止
に
よ
る
国
の
予
算
削
減
七

六
八
億
円
、
保
健
所
の
医
師
、
保
健

婦
人
件
費
の
削
減
約
二
五
〇
億
円
、

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
の
補
助

削
準
こ
か
、
年
金
保
険
料
の
大
幅
値

上
げ
な
ど
が
健
康
保
険
の
大
改
琴
と

合
せ
て
来
春
の
国
会
に
提
出
さ
れ
よ

う
こ
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
に
於
い
て
は
、
福
祉
年
金
と

五
年
年
金
を
各
千
円
づ
つ
引
き
上
げ

る
た
め
に
、
参
巌
国
が
全
額
予
算

を
も
っ
て
い
た
も
の
を
、
来
年
か
ら

は
、
国
民
年
金
被
保
険
者
か
ら
五
十

五
円
、
厚
生
年
金
な
ど
の
被
保
険
者

か
ら
百
十
円
づ
つ
特
別
徴
収
す
る
案

を
厚
生
省
年
金
局
が
関
保
審
議
会
に

意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

防
衛
費
は
大
幅
に
増
額
し
て
も
福

大
蔵
・
厚
生
大
臣
申
入
れ
宍

　

十
日
、
全
魯
埋
代
表
五
名
で
大
蔵

大
臣
、
厚
生
大
臣
等
に
申
入
れ
た
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

申
入
嗇

　

全
幽
蓮
は
、
昨
日
、
第
五
回
定
期

大
会
を
開
き
、
国
民
本
位
の
社
会
保

障
を
要
求
す
る
「
特
別
決
議
」
を
採

択
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
決
議
に
も

と
づ
い
て
左
の
二
点
に
つ
い
て
申
し

入
れ
事
司

　
　

記

一
、
医
療
保
険
の
改
悪
に
よ
る
患
者

　

対
し
ま
す
。
医
療
保
険
の
療
養
給

　

付
は
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
i
n

　

ン
を
含
め
本
人
、
家
旅
こ
も
十
割

　

を
要
求
し
ま
す
。

「
結
核
予
防
法
及
び
老
人
医
療
な

　

ど
公
費
負
相
医
療
の
改
悪
に
反
対

　

し
ま
す
。

　

一
九
七
九
年
一
二
月
一
〇
日

　
　
　

全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　

第
五
回
定
期
大
会

大
蔵
大
臣

　
　
　
　

殿

負
担
増
加
と
保
険
料
値
上
げ
に
反
厚
生
大
臣

祉
や
教
育
な
ど
の
予
算
は
削
減
し
、

逆
に
国
民
負
担
を
大
幅
に
ふ
や
す
姿

勢
が
政
府
の
中
に
表
面
化
し
て
い
ま

す
。

　

全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
は
、

第
五
回
大
会
の
決
議
に
も
と
づ
き
、

全
患
連
八
団
体
は
恥
こ
よ
り
、
全
難

連
な
ぐ
こ
の
統
一
運
動
を
く
み
（
別

項
）
、
政
府
各
省
庁
は
も
と
よ
り
国

会
お
よ
び
各
党
に
対
し
て
も
甲
し
入

れ
行
動
を
つ
よ
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
日
本
思
者
同
盟
の
「
結
核

患
者
追
出
の
公
費
医
療
廃
止
絶
対
反

対
十
二
、
十
五
中
央
行
動
」
に
は
、

全
患
協
、
心
臓
病
の
会
、
全
腎
協
、

互
際
会
、
全
交
災
代
表
十
三
名
が
参

加
し
、
大
蔵
省
へ
の
抗
議
、
厚
生
省

へ
の
要
請
を
統
一
し
て
全
体
で
二
〇

〇
名
が
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

日
本
患
者
同
盟

　

二
十
六
日
（
十
一
月
）
大
蔵
大

　
　

臣
へ
抗
議

　

七
日
（
十
二
月
）
厚
生
大
臣
と

　
　

公
衆
衛
生
局
長
に
申
し
入
れ

　

八
日
全
地
方
協
代
表
に
緊
参
上

　

京
を
連
絡

十
二
日
常
任
幹
事
令
こ
各
地
方

　

協
代
表
上
京
団
で
大
蔵
大
臣
に

　

抗
議
厚
生
大
臣
へ
要
請
行
動

十
五
日
本
部
・
関
信
各
県
代
表

　

等
は
バ
ス
で
二
〇
〇
名
が
大
蔵

　

省
に
抗
議
行
動

全

　

患

　

連

九
日
全
思
運
第
五
回
大
会
は
公

　

費
医
療
改
悪
反
対
等
の
特
別
法

　

議
を
し
た

十
日
五
名
の
代
表
団
は
大
蔵
大

　

臣
、
厚
生
大
臣
に
特
別
決
議
で

　

申
し
入
れ
た

十
五
日
各
加
盟
団
体
は
二
名
以

　

上
の
代
表
を
送
り
、
日
墨
同
盟

　

の
中
央
行
動
に
合
せ
て
統
一
行

　

動
を
行
っ
た
。

二
十
四
日
第
三
回
全
悪
運
・
全

　

難
連
合
同
の
予
算
要
求
・
福
祉

　

切
り
捨
て
反
対
統
一
行
動
を
Ｉ

　

〇
〇
名
で
行
う

二
十
五
日
以
降
連
日
大
蔵
省
、

　

厚
生
省
、
労
働
省
へ
の
行
動
を

　

つ
づ
け
る
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全
患
連
第
五
回
大
会
開
く

ぞ
ぐ
ぞ
く
患
者
団
体
、
医
療
団
体
か
ら
激
励

　

全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
（
全

患
連
・
八
団
体
）
は
、
十
二
月
九
日

墓
只
文
京
区
本
郷
の
水
道
乙
辰
に
お

い
て
、
第
五
回
定
期
大
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
、
十
一
名
の
幹
事
、
監

査
総
貝
と
加
盟
七
団
体
よ
り
四
十
九

名
の
代
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
開

会
挨
拶
と
大
会
成
立
宣
言
を
全
有
協

の
末
永
幹
事
が
行
い
、
議
長
団
に
阿

部
隆
夫
（
互
療
会
）
、
村
瀬
豊
子

（
心
臓
病
）
の
二
名
が
選
出
さ
れ
、

書
記
に
白
鳥
裕
通
（
全
腎
協
）
が
任

命
さ
れ
議
事
が
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
会
は
、
鈴
木
禎
一
代
表
幹
事
の

挨
拶
を
う
け
、
来
賓
挨
拶
は
内
藤
功

議
員
（
共
産
党
・
革
新
共
同
）
が

　

「
全
悪
運
の
皆
さ
ん
が
、
従
来
の
疾

病
別
運
動
か
ら
、
患
者
運
動
全
体
の

統
一
を
大
き
く
す
す
め
ら
れ
て
こ
ら

れ
た
事
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
政
府

創立５周年を迎える第５回大会の参加者

は
い
ま
来
年
度
予
算
案
編
成
の
中
で

財
政
が
赤
字
だ
と
云
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
ウ
ソ
で
す
。
多
く
の
ム

ダ
使
い
を
し
て
い
ま
す
。
全
患
連
に

結
集
さ
れ
た
力
を
是
非
国
会
に
集
中

し
て
下
さ
い
。
共
産
党
は
先
頭
に
立

っ
て
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
ま
す
」
、

日
本
医
労
協
・
仲
事
務
局
長
は
「
大

会
方
針
案
で
あ
る
患
者
運
動
と
医
寮

運
動
の
協
力
に
つ
い
て
は
大
賛
成
。

医
労
協
は
国
民
医
療
の
担
い
千
と
し

て
生
れ
か
ね
る
努
力
を
し
て
ま
す
。

遠
慮
の
な
い
協
力
共
闘
を
誓
い
ま

す
」
、
日
本
医
療
社
会
事
業
協
会
・

大
野
勇
夫
事
務
局
長
は
「
全
恩
連
と

の
協
力
関
係
を
強
め
ま
す
」
、
ス
モ

ン
の
会
全
国
連
絡
協
議
会
・
東
京
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
難
連
代
表
委
員
）
、
山
本
裕
子
私
病
院
連
盟
会
長
、
五
十
嵐
政
治
、

　

来
賓
．
祝
電

　

（
遥
婦
回
袁
）

　
　

日
本
藁
壽
、
大
森
享
、
雷

　
　
　
　
　
　

゛
敬
称
略
゛

　
　

祝
電
日
本
社
会
党
中
央
本
部
、
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全
国
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
、
革
新
共
同
参
議
院
議
協
議
会
、
全
国
膠
ほ
病
友
の
会
、
全

　

来
賓
内
藤
功
（
参
議
院
議
員
共
員
渡
辺
武
、
同
安
武
ひ
ろ
子
、
同
橋
国
筋
無
症
友
の
会
々
長
、
武
田
治
子
、

産
党
中
央
委
員
）
、
伸
恭
男
（
医
本
敦
、
同
小
巻
敏
雄
、
同
衆
議
院
議
員
神
奈
川
県
難
治
性
疾
患
団
体
連
絡
協

労
協
事
務
局
長
）
、
大
野
勇
夫
（
日
工
藤
晃
、
同
寺
前
巌
、
同
浦
井
洋
、
同
議
会
、

本
医
療
社
会
事
業
協
会
事
務
局
長
）
、
小
林
政
子
、
同
梅
田
勝
、
同
田
中
美

　

メ
″
セ
Ｌ
ン
全
国
交
通
労
働
災

石
井
久
子
（
ス
モ
ン
の
会
全
国
連
絡
智
子
、
同
則
武
真
一
、
同
四
谷
み
つ
子
害
対
策
協
議
会
、
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ

協
議
会
、
東
京
原
告
団
）
岩
下
宏
同
野
間
友
一
、
同
井
上
敦
、
全
国
公
ン
病
友
の
会

．
・
．
・
一
一
一
・
・
・
・
・
・
・
・
‘
・
・
・
・
’
・
’
』
一
・
・
・
‘
’
ヽ
”
・
、
．
‘
．
．
’
一
一
一
“
”
・
・
‘
’

”
一
一
・
・
・
’
“
’
・
・
・
、
．
．
・
・
・
一
一

告
団
・
石
井
久
子
代
表
は
「
七
年
間
思
い
ま
す
」
、
全
難
連
・
岩
下
宏
代
場
拍
手
で
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て

に
及
ぶ
闘
い
で
や
っ
と
薬
事
二
法
成
表
委
員
か
ら
「
全
患
逓
と
共
に
運
動
八
〇
年
度
の
新
役
貝
と
し
て
、
代
表

立
と
国
・
製
薬
三
社
の
調
印
を
成
功
を
す
す
め
た
い
」
、
保
健
婦
団
体
・
幹
事
ん

さ
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
四
山
本
裕
子
代
表
は
「
私
は
結
核
対
策
（
再
）
、
事
務
局
長
＝
山
本
洋
二

士
一
年
に
発
症
し
人
生
は
終
り
だ
と

思
つ
て
い
ま
し
た
が
、
厚
生
省
の
座

込
み
に
参
加
し
て
、
こ
れ
は
人
事
で

な
い
と
思
ラ
ぞ
つ
に
な
り
、
闘
い
の

中
で
喜
び
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
ス

モ
ン
の
闘
い
は
こ
れ
か
ら
べ
禾
番
で

す
。
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
具
い
と

の
予
算
削
減
、
保
健
所
医
師
・
保
健
（
再
）
、
幹
事
＝
上
田
昭
（
再
）
、

婦
の
人
件
費
削
減
、
自
治
体
に
移
換

す
る
政
府
の
や
り
方
に
黙
っ
て
い
ら

れ
な
い
。
全
悪
連
の
皆
さ
ん
と
共
に

運
動
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
激
励
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。

患
者
団
体
と
医
療
団
体
で

全
患
連
大
会

　

一
万
人
集
会
開
催
を
決
定

　

大
会
は
、
七
九
年
度
の
活
動
報
告

と
同
会
計
決
算
報
告
並
び
に
同
会
計

監
査
報
告
に
つ
い
て
、
若
干
の
質
疑

討
論
を
行
い
、
全
体
の
拍
手
で
承
認

し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
幹
事
会
が
提
案
し
た

　

「
医
療
と
福
祉
、
生
活
の
危
機
を
打

開
す
る
大
運
動
」
を
多
く
の
思
者
団

体
、
医
療
関
係
団
体
に
よ
び
か
け
、

五
大
統
一
要
求
実
現
を
め
ざ
し
中
央

・
地
域
で
す
す
め
る
方
針
案
を
万
場

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
大
会
は
、
八
〇
年
度
予
算
案

と
特
別
決
議
（
健
保
、
公
費
負
担
医

療
、
年
金
、
労
基
法
、
労
災
法
改
悪

反
対
、
国
民
本
位
の
社
会
保
障
要

求
）
、
患
者
の
権
利
宜
言
案
、
大
会

宜
言
案
を
熱
心
な
討
議
に
よ
っ
て
万

本
多
孝
正
（
新
）
、
藤
瀬
明
（
新
）
、

石
綿
ト
ヨ
（
再
）
、
井
手
正
（
再
）
、

辻
川
苛
宍
再
）
、
末
永
稔
雄
（
再
）
、

後
藤
龍
一
（
再
）
、
会
計
監
査
＝
青

木
七
郎
（
再
）
、
村
瀬
豊
子
（
新
）

を
選
出
し
ま
し
た
。
四
年
間
に
わ
た

り
幹
事
を
務
め
た
前
田
幸
男
氏
、
二

年
幹
事
を
務
め
た
宮
里
光
雄
氏
か
ら

新
任
役
員
と
交
代
す
る
た
め
辞
任
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

全
員
の
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
長
代
表
幹
事
が
「
第
五

回
大
会
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
十
五
年
間
の
運
動
の
総
括
、

二
つ
は
思
者
と
医
療
関
係
者
運
動
の

統
一
、
展
望
委
設
置
と
」
閉
会
挨
拶
。
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全
患
協
運
動
十
年
ふ
り
か
え
り

　

こ
の
十
年
間
の
全
患
協
運
動
の
歩

み
を
お
お
ま
か
に
ふ
り
か
え
っ
て
み

ま
す
。

　

①
経
済
的
に
や
や
安
定
を
み
た

生
活
保
障
の
給
与
金
を
か
ち
と
っ
た

こ
と
。
こ
れ
が
閉
さ
れ
た
療
養
生
活

を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
療
友
の
欲
求
不

満
の
解
消
に
役
立
ち
、
精
神
的
な
安

ら
ぎ
の
Ｉ
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
近
年
施
設
整
備
費
の
増
額
が

目
立
ち
、
老
朽
化
し
た
居
住
舎
や
病

棟
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

死
ぬ
ま
で
に
人
間
５
し
い
住
居
に

入
れ
た
い
と
い
ら
老
齢
患
者
の
切
な

る
ね
が
い
が
か
な
え
ら
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
五
十
四
年
廣
か
ら

五
十
六
年
度
ま
で
の
施
設
整
備
費
の

要
求
額
は
、
百
五
十
憶
で
す
か
ら
、

そ
れ
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ

本誌5(肘記念

　　　

の

応募作品

全
患
協
事
務
局
長

　

鈴

　

木

　

禎

　

一

ま
だ
猛
運
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

③
常
勤
医
師
の
慢
性
的
な
不
足

が
続
い
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年

十
月
三
十
一
日
に
所
長
連
盟
と
巨
生

省
に
対
し
て
、
五
十
二
年
十
二
月
二

十
五
日
ま
で
に
、
常
勤
医
師
三
十
名

の
欠
員
を
充
員
せ
よ
、
と
全
患
協
は

要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
所
長

連
盟
は
医
師
欠
員
補
充
の
責
任
を
痛

感
し
、
八
項
目
か
ら
な
る
文
書
回
答

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
厚
生
省
で
は
、

医
療
協
力
推
進
委
員
会
を
省
内
と
地

方
医
務
局
段
階
に
設
置
し
ま
し
た
。

五
十
四
年
度
は
二
十
五
名
常
動
医
師

が
補
充
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
医

師
の
老
｀
花
に
よ
っ
て
退
職
者
も
ふ

え
て
い
ま
す
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
医
療
セ
ン

タ
ー
が
多
磨
全
生
國
で
開
棟
さ
れ
ま

し
た
。
だ
が
、
看
護
要
員
不
足
の
た

め
五
十
床
の
う
ち
、
三
十
八
床
し
か

つ
か
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
治
療

を
は
じ
め
、
合
併
症
の
治
療
の
た
め
、

他
園
の
入
所
者
の
医
療
の
よ
り
ど
こ

夙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
医
療
機
関
の
医
師

の
出
張
治
療
は
か
か
せ
な
い
条
件
に

な
っ
て
い
事
冤
入
通
院
は
は
ば
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
病
気

に
対
す
る
社
会
的
偏
見
が
大
き
く
彫

響
し
て
い
ま
す
。

　

8
0
年
代
は
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
療
養

所
の
将
来
方
向
を
研
究
し
、
そ
の
基

本
方
向
を
研
究
し
、
そ
の
基
本
計
画

で
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し

よ
う
。
老
齢
化
と
身
障
度
の
進
行
と
、

患
者
数
の
減
少
と
い
う
条
件
の
中

で
、
新
し
い
療
養
所
の
行
く
べ
渚
遭

を
み
ん
な
で
チ
エ
を
あ
つ
め
て
創
造

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
〇
年
代
各
団
体
協
力
運
動
で

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　

坂

　

本

　

正

　

治

　

六
〇
年
代
の
終
り
か
ら
七
〇
年
代

へ
か
け
て
障
害
者
や
思
者
の
組
織
が

続
々
と
生
れ
ま
し
た
。
困
難
を
克
服

し
自
分
達
の
組
織
を
つ
く
び
上
げ
て

き
た
の
で
す
。
七
〇
年
代
の
中
頃
ま

で
に
障
｀
荊
・
疾
病
別
の
組
織
化
が

8
0
年
代
は
腎
総
合
対
策
確
立
で

全
腎
協
事
務
局
長

　

小

　

林

　

孟

　

史

　

一
九
七
一
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た

全
腎
協
は
、
明
後
年
に
は
早
く
も
十

周
年
を
迎
え
よ
ろ
と
し
て
い
ま
す
。

一
九
七
〇
年
代
は
患
者
運
動
史
上
か

ら
み
る
と
、
日
患
同
盟
を
中
心
と
す

る
先
達
が
厳
し
い
闘
い
の
中
で
獲
得

し
た
諸
成
果
の
上
に
、
新
た
な
高
揚

期
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
七
〇

年
代
初
頭
に
は
、
難
病
思
者
を
中
心

と
す
る
患
者
団
体
が
相
次
い
で
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
腎
協
も
こ
れ
ら
の
諸
団
体
と
同

じ
時
期
に
①
人
工
透
析
医
療
費
の
公

費
負
担
②
人
工
腎
臓
の
全
国
的
な
増

設
③
身
体
障
害
者
へ
の
認
定
④
長
期

療
養
を
必
要
と
す
る
慢
性
腎
疾
患
患

者
の
医
療
費
公
費
負
担
な
ど
当
面
す

る
切
実
な
要
求
を
か
か
け
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
思
遅
や
国
会
議
員
、

医
師
な
ど
の
協
力
、
援
助
も
受
け
な

が
ら
運
動
し
た
結
果
、
結
成
翌
年
の

一
九
七
二
年
に
は
身
体
障
｀
暑
福
祉

法
の
対
象
と
な
り
、
透
析
患
者
に
つ

い
て
は
身
障
者
手
帳
一
級
の
交
付
、

更
生
医
原
・
育
成
医
療
の
適
用
、
国

に
よ
る
人
工
腎
臓
整
備
五
か
年
計
画

の
発
足
な
ど
の
大
き
な
成
果
を
あ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ

の
泌
石
検
尿
制
度
の
普
及
、
身
障
者

雇
用
促
進
法
の
適
用
、
障
害
年
金
の

受
給
、
腎
臓
移
植
の
普
及
な
ど
患
者

の
医
療
と
生
活
に
か
か
わ
る
重
要
な

字
了
し
た
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。

　

病
気
や
障
憲
亡
も
っ
た
人
達
、
あ

る
い
は
家
族
の
中
に
め
ん
ど
Ｔ
＊
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
者
や
障
害
者

を
か
か
え
た
人
達
が
資
金
も
事
務
所

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
運
動
の
中
で
、
全
腎
協

は
組
織
的
に
も
拡
大
強
化
さ
れ
、
発

足
時
に
千
数
百
人
で
あ
っ
た
会
員
数

も
今
日
で
は
二
万
人
近
く
な
り
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
す
べ
て
に

加
盟
組
織
を
も
つ
患
者
団
体
に
成
長

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
私
た
ち
の
運

動
は
順
風
満
帆
で
す
す
ん
だ
き
た
よ

う
で
す
が
、
け
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

内
部
的
に
は
初
代
三
役
を
は
じ
め
少

な
か
ら
め
犠
牲
者
を
だ
し
、
対
外
的

に
は
透
析
思
者
の
急
増
に
よ
る
医
療

費
増
大
が
思
者
の
医
療
や
生
活
の
改

も
な
い
中
で
組
織
を
つ
く
る
の
で
す

か
ら
並
大
て
い
の
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
連
絡
の
た
め
の
郵
便
料
や
電

話
代
、
会
我
の
た
め
の
会
場
費
な
ど

そ
’
Ｐ
し
た
条
件
の
中
で
大
部
分
の
患

　
　
　
　
　
　

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

善
を
め
享
ゑ
た
ち
の
運
動
に
大
き

な
障
踏
石
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
る
べ
き
八
〇
年
代
は
、
医
療
や

福
祉
へ
の
厳
し
い
攻
撃
が
強
ま
る
中

で
、
腎
臓
病
患
者
に
と
っ
て
も
茨
の

道
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

全
腎
協
は
「
私
た
ち
の
苦
し
み
は

私
た
ち
だ
け
で
も
ろ
沢
山
だ
／
・
」
と

い
・
Ｉ
蕩
か
ら
、
予
防
対
策
を
よ
り

撤
底
す
る
こ
と
を
中
心
に
し
た
腎
疾

患
の
抜
本
的
総
合
的
な
対
策
の
確
立

を
、
八
〇
年
代
の
運
動
の
主
要
な
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

し
て
い
ま
す
。
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者
や
障
ｗ
暑
が
自
か
ら
の
力
で
自
か

ら
の
組
織
を
つ
く
吋
上
げ
た
の
で
す

か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
日
本
の
歴
史

上
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
り

ま
さ
に
歴
史
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ど
戸
‥
）
て
こ
の
時
期
に
こ
ん
な
に

多
く
の
団
体
が
集
中
的
に
結
成
さ
れ

た
の
か
、
そ
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
根
本
的
に

は
国
民
の
権
利
に
対
す
る
自
覚
の
高

ま
ひ
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
多
く
の

要
因
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
次
の
こ
と
は

云
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
思
者
や
障
害
者
が
だ
ま

っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
具
案
件
に
な

っ
て
き
た
こ
と
、
第
二
に
、
行
政
は

だ
ま
っ
て
い
た
の
で
は
何
も
対
策
を

と
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
患

者
や
障
｀
暑
が
交
流
や
集
り
を
待
ち

の
ぞ
ん
で
い
た
こ
と
、
こ
う
し
た
い

く
つ
か
の
要
因
か
つ
み
か
さ
な
っ
て

自
分
堤
の
力
で
自
分
達
の
組
織
を
つ

く
ヴ
上
げ
て
膏
だ
こ
と
、
こ
の
組
織
の

。ｊ兪1

φ
活
動
に
よ
っ
て
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
き
た
こ
と
の
経
験
や
患
者
や
障
害

者
に
や
れ
ば
出
来
’
（
と
い
う
目
信
を

与
え
る
と
共
に
権
利
に
つ
い
て
の
多

く
の
教
訓
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

同
時
に
見
逃
し
て
な
ら
な
い
点
は

苦
し
い
中
で
の
努
力
に
ょ
っ
て
か
ち

と
っ
だ
成
果
が
い
つ
の
聞
に
か
な
し

ぐ
ず
し
に
さ
れ
て
し
ま
之
傾
向
か
出

て
い
る
こ
と
で
す
。
高
額
医
療
費
は

公
費
医
療
を
い
つ
の
間
に
か
保
険
に

肩
が
わ
り
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
の
負
柑
ほ
少

く
な
り
、
健
康
保
険
の
赤
字
は
確
実
に

増
え
、
保
険
料
の
値
上
げ
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
、
せ
っ
か
く
獲
得
し
た
成
果
を

と
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

次
に
組
織
の
自
主
性
を
少
し
で
も

な
く
ぞ
ラ
こ
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と

で
す
。
ど
う
し
て
も
出
来
て
し
ま
っ

た
組
織
な
ら
（
な
い
方
が
良
い
と
思

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
）
政
府
や
行
政

に
都
合
の
良
い
組
織
に
し
ょ
う
と
し

ま
す
。
苦
し
い
財
政
の
中
で
す
か
ら

補
助
金
も
ほ
し
い
し
、
活
動
力
も
弱

い
か
ら
、
ど
こ
か
で
や
っ
て
く
れ
る

な
ら
や
っ
て
も
ら
お
う
と
し
ま
す
。

し
か
し
、
組
織
の
自
主
性
ほ
ど
大
切

な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
組
合

が
首
切
り
に
協
力
し
た
り
、
労
働
強

化
に
協
力
し
、
労
働
者
の
味
方
で
な

く
な
っ
た
例
は
七
〇
年
代
の
終
り
に

は
沢
山
で
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
八

〇
年
代
に
向
っ
て
天
が
示
し
た
教
訓

で
は
な
い
で
し
ょ
う
Ｉ

　

自
主
性
を
守
る
上
で
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
組
織
を
拡
大
強
化
し
、
財
。

政
を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
「
患
者
が
こ
の
制
度
を
適

用
し
て
く
れ
」
と
か
「
こ
の
予
算
を

増
や
し
て
く
れ
」
と
か
云
う
一
つ
一

つ
の
団
体
で
か
劾
こ
れ
る
も
の
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
年

金
に
し
ろ
、
健
保
に
し
ろ
、
医
療
費

に
し
ろ
、
す
べ
て
の
国
民
に
適
用
さ

れ
る
も
の
と
し
て
改
悪
や
値
上
げ
が

提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
こ

と
で
す
。
も
は
や
、
一
つ
一
つ
の
団

体
で
は
問
題
に
な
ら
な
く
な
っ
た
の

で
す
。

　

運
動
は
必
然
的
に
多
く
の
団
体
の

協
力
行
動
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
こ
れ
な
く
し
て
今
ま
で
の
成
果

を
守
り
尭
展
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な

い
で
し
ょ
う
。
同
時
に
各
団
体
と
も

自
主
性
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

を
大
切
に
し
強
化
発
展
さ
せ
る
こ

と
。
こ
れ
が
七
〇
年
代
か
ら
学
び
、

八
〇
年
代
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
な
く
し
て
患
者
や
障

｀
暑
の
利
益
を
守
り
［
期
待
に
応
え

る
組
織
］
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
な

い
で
し
ょ
う
。

　
　

（
連
載
２
）

　

第
3
2
回
国
連
総
会
決
議

　

総
会
は
、
一
九
八
一
年
を
国
際
障

害
者
年
と
し
、
同
年
を
次
の
諸
目
的

の
実
現
に
あ
て
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
一
九
七
六
年
一
二
月
一
六
日
の

決
議
を
想
起
す
る
。
そ
れ
ら
は
、

田
障
害
者
の
社
会
に
対
す
る
身
体

5
1
／
旧
の
第
四
項
を
｀
窟
し
、
一
九

七
六
年
ご
一
月
一
四
日
の
中
期
計
画

に
関
す
る
決
議
5
1
／
9
5
と
、
そ
の
六

項
で
、
も
し
総
会
で
決
定
さ
れ
る
よ

う
な
予
想
で
き
ぬ
性
質
を
も
つ
緊
急

の
Ｉ
〒
ド
が
生
じ
な
い
と
す
れ
ば
、

中
期
計
画
と
そ
れ
に
基
づ
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
予
算
に
組
ま
れ
て
い
な
い
新
規

諸
活
動
の
採
用
機
関
が
控
え
る
旨
を

的
、
社
会
的
適
合
を
援
助
す
る
こ
と
求
め
た
こ
と
を
想
起
し
、
国
際
障
害

肺
障
害
者
に
適
切
な
援
助
、
訓
練

　

ケ
ア
、
指
導
を
配
慮
し
、
ふ
さ
わ

　

し
い
仕
事
を
確
保
し
、
社
会
へ
の

　

完
傘
な
統
合
を
保
障
す
る
た
め
の

　

す
べ
て
の
国
内
的
、
国
際
的
努
力

　

を
促
進
す
る
こ
と
。

朗
公
共
施
設
や
交
通
シ
ス
テ
ム
の

　

利
用
を
進
め
る
こ
と
な
ど
障
害
者

　

の
日
常
生
活
へ
の
実
質
的
参
加
を

　

容
易
に
す
る
よ
う
な
研
究
調
査
プ

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
奨
励
す
る
こ
と
。

㈲
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
生

　

活
の
諸
側
面
に
参
加
し
、
か
つ
貢

　

献
す
る
た
め
の
障
害
者
の
諸
権
利

　

に
つ
い
て
公
衆
に
知
ら
せ
教
育
す

　

る
こ
と
。

同
障
害
の
予
防
及
び
障
害
者
の
リ

　

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
効

　

果
的
手
段
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

　

ま
た
特
に
事
務
総
長
に
対
し
加
盟

諸
国
、
甕
門
諸
機
関
関
係
組
織
と
の

協
議
の
下
に
国
際
障
害
者
年
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
草
案
作
成
を
要
請
し
た
決
議

国際障害者年
1977年12月国連総会決議

者
年
に
関
す
る
事
務
総
長
報
告
と
そ

の
付
属
文
書
に
つ
い
て
賛
意
を
も
っ

と
検
討
し
、

に
向
け
て
各
国
政
府
、
国
連
、
各
地

域
経
済
委
員
会
毎
に
検
討
す
べ
き
プ

ロ
グ
ラ
ム
案
を
作
成
し
た
が
、
そ
の

主
要
点
は
次
の
と
お
り
。

１
、
各
国
政
府
レ
ベ
ル

　

…
…
国
内
委
員
会
又
は
類
似
の
組

　
　

織
を
設
立
す
る
こ
と
。

口
国
内
に
国
際
障
害
者
年
で
あ

　

る
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に

　

関
連
施
策
を
発
表
す
る
こ
と
。

圓
国
際
障
害
者
年
終
了
ま
で
に

　

ナ
ベ
ナ
ル
ー
プ
ラ
ン
を
準
備

　

す
る
こ
と
。
ま
た
、
障
害
者
の
だ

　

徊
四
諸
厖
策
奮
聳
す
る
ぐ
こ
。

㈲
障
害
者
に
関
す
る
国
啜
鼠

　
　

に
障
害
者
を
参
加
さ
甘
夕
と
。

　
　

（
な
お
、
国
連
は
、
各
国
レ
ベ

　
　

ル
で
行
う
べ
き
具
体
的
項
目
に

　
　

つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
が
、
そ

　
　

の
詳
細
は
下
記
５
の
と
お
り
）

２
、
国
連
レ
ベ
ル

　

田
国
際
障
害
者
年
疏
屁
員
会

　
　

を
設
立
す
る
こ
と
。

肺
行
動
計
画
案
を
作
成
す
る
こ

　

と
。

㈲
国
連
広
報
局
等
と
協
力
し
て

　

広
報
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
。

一
九
七
八
ｉ
一
九
七
九
年
の
期
間
を

　

㈲
障
害
者
の
た
め
の
長
期
計
画

準
備
作
業
翻
７
じ
て
決
定
。

　
　

国
際
障
害
年
の

　
　
　

た
め
の
諸
活
動

　

国
連
事
務
局
は
、
国
際
障
害
者
年

　

旁
俣
討
す
る
た
め
、
一
九
八
〇

　

年
に
専
門
家
会
合
を
開
催
す
る

　

こ
と
。

㈲
国
際
障
害
者
年
基
金
を
設
立

す
る
こ
と
。
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加
藤
王
将
全
生
園
で

ハ
ン
セ
ン
氏
患
者
に
指
導
将
棋

　

大
月
二
十
三
日
（
勤
労
感
謝
の

日
）
に
、
日
本
将
棋
連
盟
か
ら
加
藤

一
二
三
玉
将
が
東
京
都
東
村
山
市
青

葉
町
に
あ
る
国
立
療
養
所
・
多
摩
全

生
園
（
全
忠
協
本
部
の
あ
る
所
）
に

来
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
王
将
の
指
導
が
う
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
全
生
園
・
カ

ト
リ
ヴ
ク
愛
徳
会
の
要
請
に
よ
る
も

の
で
初
の
来
園
で
し
た
が
、
厚
生
会

館
に
は
、
全
生
國
将
棋
会
な
ら
び
に

同
盲
入
会
将
棋
会
の
皆
さ
ん
が
た
く

さ
ん
集
り
、
一
度
に
四
人
づ
つ
指
導

を
う
け
ま
し
た
。

　

加
藤
一
二
三
王
将
叫
つ
ぎ
か
ら

つ
ぎ
え
と
指
導
将
棋
を
差
し
な
が
ら

ハ
ン
セ
ン
氏
病
思
者
へ
の
深
い
理
解

を
示
し
な
が
ら
、
「
こ
れ
か
ら
も
来

ま
す
。
来
年
は
必
ら
ず
や
っ
て
き
ま

玉
と
の
約
東
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

将
棋
愛
好
者
は
も
と
よ
り
ハ
ン
セ

ン
氏
病
思
者
さ
ん
の
心
な
ご
む
一
日

で
し
た
。

SI11111S1111111111111111111111111111111111111111π

　

八
月

　

▲
二
十
四
日
厚
生
省
障
害

者
の
実
態
調
査
で
関
係
十
団
体
と

話
し
合
っ
た
。

　

▲
国
保
中
央
会
五
二
年
度
の

国
保
の
一
件
当
り
診
療
報
酬
点
数

が
前
年
よ
り
二
百
点
（
一
七
％
）

増
加
と
発
表
し
た
。

　

九
月

　

▲
一
日
ス
モ
ン
九
二
シ
ン

･i忿:Uか･=:Eｘa::･･i忿ＺΞz･･:罵ＺΞs･

医療ニュース

８月・９月

･:ΞＸ５::･･ＱＸＺ}?::･

一
一
一

　
　
　
　
　
　

心

り
‥
り
Ｖ
・
’
‥
Ｉ
．
‥
り
‥
’
．
八
Ｉ
・
‥
弓

ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
ス
モ
ン

被
害
者
の
恒
久
対
策
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
、
薬
事
二
法
成
立
要

求
を
決
議
し
た
。

　

▲
七
日
八
八
回
臨
時
国
会
薬

事
二
法
（
救
済
法
に
無
過
失
責
任

を
附
帯
決
議
）
と
恩
給
法
が
成
立

し
た
。

　

▲
七
日
橋
本
厚
相
公
的
年

金
僚
協
議
会
設
置
を
閣
議
に
申
し

入
れ
了
一
憲
得
た
。

　

▲
六
日
国
保
中
央
会
高
額

療
養
費
を
共
同
負
担
（
五
十
万
円

以
上
の
共
済
事
業
実
施
案
）
の
制

度
案
を
ま
と
め
た
。

　

▲
十
二
日
看
護
体
制
綸
討
会

五
四
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
の
看
護

婦
需
給
計
画
を
求
と
め
、
六
〇
年

六
六
万
人
と
報
告
し
た
。

　

▲
十
四
日
労
働
省
五
三
年

度
の
労
働
災
害
死
亡
三
、
三
〇
〇

余
人
と
発
表
し
た
。

　

▲
十
四
日
方
乖
省
五
三
年

の
な
子
雇
用
千
三
百
万
人
（
平
均

年
齢
三
四
歳
、
給
与
十
五
万
円
）

と
発
表
し
た
。

　

▲
厚
生
省
七
〇
歳
以
上
の
医

療
費
は
三
倍
（
五
二
年
度
国
保
医

療
は
実
調
）
と
発
表
し
た
。

　

▲
十
七
日
国
立
病
院
・
療
養

所
懇
五
五
年
度
予
算
要
求
の
説

明
を
う
け
、
地
域
医
療
の
中
に
国

病
の
位
置
づ
け
方
、
国
療
の
結
核

病
床
に
つ
い
て
意
見
交
映
し
た
。

　

▲
二
大
日
労
働
省
全
国

基
準
局
長
会
議
に
五
五
年
度
新
規

政
策
、
五
三
年
度
労
災
保
険
事
業

報
告
（
保
険
給
付
支
払
四
、
七
七

五
億
七
千
万
円
、
前
年
度
比
一
六

・
Ｓ
％
増
、
特
別
支
給
金
は
八
六

〇
億
円
の
見
込
）
を
説
明
し
た
。

　

▲
二
十
五
日
国
民
年
金
審
来

年
度
改
正
意
見
書
を
提
出
。

-

本

　

大
蔵
省
は
十
一
月
三
十
日
、
五

十
五
年
度
の
予
算
編
成
に
当
っ
て

の
福
祉
関
係
費
に
関
す
る
砺
減

合
理
化
”
等
の
事
項
を
厚
生
省
へ

提
示
し
た
。

　

政
府
（
大
蔵
省
）
の
福
祉
切
り

捨
て
・
切
り
下
げ
内
容
は
、
十
四

項
目
と
し
、
①
生
活
保
護
、
②
児

童
手
当
と
児
童
扶
養
手
当
、
③
保

育
所
等
の
費
用
の
徴
収
、
④
結
核

予
防
法
、
⑤
保
健
所
の
人
件
費
、

⑥
原
爆
手
当
、
⑦
厚
生
年
金
、
⑧

国
民
年
金
と
福
祉
年
金
、
⑨
福
祉

施
設
（
特
会
）
、
⑩
お
知
ら
せ
の

琴
翌
、
生
活
保
護
は
①
保
護
基

準
改
定
方
式
の
改
悪
、
②
各
加
算

額
悪
讐
回
し
、
基
準
額
を
四
・

九
％
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
）
に
と

ど
め
る
。

　

児
童
手
当
の
廃
止
と
児
童
扶
養

福
祉
改
悪
の
お
年
玉

実
施
、
⑩
老
人
保
健
医
療
、
⑩
国

民
健
康
保
険
の
補
助
、
⑩
健
康
保

険
、
＠
そ
の
他
（
こ
の
中
に
十
項

目
位
あ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
内
容
を
つ
つ
込
ん
で

手
当
の
費
用
徴
収
な
ど
と
し
て
い

る
。
結
核
対
策
費
は
、
①
公
費
優
先

の
予
防
法
を
保
険
優
先
に
す
る
、

②
六
〇
〇
億
円
削
減
に
よ
る
法
改

悪
案
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
に
つ
い
て
は
、
①
臨
時
調

整
交
付
金
の
廃
止
、
②
医
・
歯
科

医
師
国
保
の
療
養
給
付
補
助
廃

止
、
③
療
養
給
付
は
補
助
打
切
り

で
あ
る
。

　

年
金
で
は
、
①
福
祉
年
金
の
拠

出
金
新
設
・
併
設
改
悪
・
所
得
制

限
見
直
し
、
②
老
齢
年
金
六
十
五

歳
に
改
屡
む
な
っ
て
い
る
。

　

既
に
各
団
体
は
も
と
よ
り
国
民

各
層
の
反
対
運
動
は
急
速
に
広
が

り
、
大
蔵
省
・
厚
生
省
に
は
抗
議

の
ハ
ガ
キ
、
手
紙
、
電
報
が
山
と

積
ま
れ
て
き
た
。
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年
金
で
国
会
請
願
、
シ
ン
ポ
開
催

無
年
金
者
調
査
決
定
障
害
年
金
改
今
す
す
め
妾

　

今
年
は
、
障
害
年
金
な
ど
年
金
制

度
の
改
正
運
動
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

十
二
月
十
四
日
、
東
京
港
区
三
田
の

　

「
里
ｙ
都
障
害
者
福
祉
ふ
″
館
」
に
お

い
て
、
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る

会
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

役
員
会
に
は
、
吉
本
会
長
（
障
全

協
）
、
古
川
（
日
息
同
盟
）
い
上
田

　

（
全
腎
協
）
、
前
田
（
互
際
会
）
、

黒
岩
（
全
視
協
）
の
四
名
の
副
会
長

山
本
事
務
局
長
（
全
患
連
）
、
市
橋

　

（
障
都
連
）
、
佐
藤
（
全
難
連
）
、

尾
堀
（
全
国
肢
障
協
）
の
九
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

吉
本
会
長
は
「
総
選
挙
ご
の
情
勢

や
五
十
五
年
度
政
府
予
算
案
編
成
の

中
に
お
け
る
年
金
問
題
な
ど
の
動
き

と
、
八
一
年
に
む
か
え
る
国
際
障
害

者
年
を
自
標
に
し
た
各
団
体
の
運
動

な
ど
」
を
ふ
く
め
た
挨
拶
を
行
い
、

つ
づ
い
て
、
四
つ
の
課
題
に
つ
い
て

次
の
よ
ら
な
討
議
を
お
こ
な
い
決
定

し
ま
し
た
。

　

役
員
会
は
、
九
月
の
各
団
体
代
表

者
会
議
の
決
議
に
和
こ
づ
い
て
、
次

の
よ
う
に
方
針
の
具
体
化
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
、
年
金
の
来
年
度
改
正
に
つ
い
て

　

厚
生
省
お
よ
び
大
蔵
省
へ
の
要
請

　

に
つ
い
て

　
　

両
省
要
請
の
要
求
は
各
団
体
代

　

表
者
会
議
で
決
議
さ
れ
た
「
全
国

　

共
同
の
要
求
」
の
中
の
十
九
項
目

　
　

（
①
障
害
福
祉
年
金
の
引
上
げ
②

　

障
害
等
級
三
級
の
新
設
③
国
民
年

　

金
発
足
前
・
加
入
前
障
害
に
障
害

　

年
金
の
受
給
権
を
④
障
害
福
祉
年

　

金
の
所
得
制
限
で
本
人
以
外
撤
廃

　

⑤
障
｀
保
金
の
最
低
保
障
額
五
万

　

円
以
上
と
加
給
年
金
の
引
上
げ
⑥

　

受
給
権
は
障
害
の
種
類
・
発
生
時

　

期
・
認
定
時
期
と
加
入
時
期
と
期

　

間
な
ど
の
制
限
廃
止
⑦
サ
ラ
リ
ー

　

マ
ン
の
妻
な
ど
で
障
害
者
の
場
合

　

国
年
の
強
制
加
入
に
す
る
⑧
障
害

　

手
当
金
受
給
者
と
障
害
年
金
を
失

　

権
し
た
人
達
を
復
権
さ
せ
る
⑨
厚

　

年
の
事
後
重
症
の
延
長
⑩
請
求
権

　

の
時
効
廃
止
⑩
障
害
等
級
の
改
正

　

⑩
認
定
基
準
の
改
正
⑩
裁
定
機
関

　

と
認
定
機
関
の
改
善
曹
扁
老
齢

　

年
金
の
最
低
保
障
額
五
万
円
以
上

　

に
し
六
〇
歳
以
上
に
支
給
⑩
通
算

　

老
齢
年
金
で
も
若
齢
老
齢
を
も
ら

　

え
る
よ
う
に
⑩
第
四
種
被
保
険
者

　

資
格
を
取
得
す
る
特
例
措
置
実
施

　

⑩
老
齢
年
金
課
税
の
廃
止
⑩
泄
族

　

年
金
を
老
齢
年
金
の
八
割
に
増
額

　

⑩
ス
ラ
イ
ド
は
五
名
以
内
で
も
実

　

施
⑩
被
保
険
者
の
保
険
料
値
上
げ

　

を
や
め
、
国
と
大
企
業
負
担
を
大

　

幅
に
ふ
や
す
こ
と
）
を
、
来
年
度

　

改
正
の
要
求
と
す
る
こ
と
を
き
め

　

ま
し
た
。

　
　

な
お
、
要
請
は
十
二
月
二
十
一

　

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

二
、
国
会
請
願
の
署
名
と
募
金
集
め

　

に
つ
い
て

　
　

通
常
国
会
に
む
け
て
、
年
金
改

　

正
を
求
め
る
国
会
請
願
は
三
月
中

　

旬
と
五
月
初
旬
に
実
施
す
る
と
。

　

し
、
要
求
を
十
項
目
に
し
て
署
名
。

　

三
十
万
・
募
金
二
〇
〇
万
円
を
目

一

　

標
に
集
め
る
（
署
名
用
紙
は
正
月
一

　

中
旬
ま
で
に
送
る
）
こ
こ
を
き
め

　

ま
し
た
。

三
、
年
金
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
準
備

　

に
つ
い
て

　
　

三
月
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時

　

よ
り
四
時
半
、
東
京
都
障
憲
晨

　

館
で
開
催
す
る
こ
と
を
き
め
、
一

　

月
の
役
貝
会
で
内
容
を
き
め
る
こ

　

と
に
な
ま
し
た
。

四
、
無
年
金
者
・
失
権
者
・
支
給
停

　

止
者
の
実
態
に
つ
い
て

　
　

こ
の
調
査
は
、
障
害
者
で
あ
り

　

な
が
ら
無
年
金
に
な
っ
て
い
る
実

　

能
苓
つ
か
む
も
の
で
、
障
害
や
病
気

　

の
種
類
、
日
常
生
活
の
不
自
由
度
、

　

労
働
の
有
無
、
治
療
の
状
態
な
ど

　

具
体
的
な
項
目
を
一
月
の
曾
謡

　

で
最
終
決
定
し
て
実
施
す
る
こ
と

　

を
き
め
ま
し
た
。

　

九
月

　

▲
二
十
五
日
厚
生
省
五
三

年
の
医
薬
品
副
作
用
報
告
（
死
亡

十
七
例
）
が
さ
れ
た
。

　

▲
二
十
九
日
恵
示
都
国
保

保
険
料
二
五
％
引
上
げ
案
を
都
議

会
に
提
出
し
た
。

　

十
月

　

▲
四
日
保
険
庁
年
金
部
長

と
三
課
長
名
で
県
と
市
町
村
に
被

り:Ｓ:¨:ＳＺＳs¨゛ＳＸＳs¨:ＳＺＳz･･:゜戮

　　　　　　　　　　　

l:1
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保
険
者
・
受
給
権
者
の
資
格
届
出

保
険
料
納
付
、
年
金
申
請
の
啓
も

う
）
に
つ
い
て
通
知
し
た
。

　

▲
六
日
厚
生
省
肝
炎
連
絡

協
初
会
議
、
三
年
計
画
の
疫
学
研

究
な
ど
五
班
設
置
を
決
定
し
た
。

　

▲
十
一
日
社
保
審
船
員
年

金
改
正
で
審
議
開
始
し
た
。

　

▲
十
五
日
橋
本
厚
相
十
月

二
十
日
ま
で
に
「
老
人
保
健
制
度

案
］
を
発
表
す
る
と
公
表
し
た
。

　

▲
十
八
日
社
保
制
度
審
新

年
金
体
系
を
大
平
首
相
に
建
議
し

た
。
内
容
は
①
六
五
歳
か
ら
基
本

年
金
（
夫
婦
で
消
費
支
出
の
五
割

程
度
、
単
身
は
夫
婦
分
の
六
割
）

②
付
加
価
値
税
（
年
金
税
）
新
設

③
現
在
の
年
金
の
国
庫
負
担
廃
止

し
基
本
年
金
に
上
積
み
す
る
④
六

十
五
歳
支
給
開
始
⑤
妻
の
任
意
加

入
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。

　

▲
厚
生
省
公
費
医
療
（
二
千

八
百
億
円
）
の
保
険
切
替
え
不
可

能
と
大
蔵
省
に
回
答

　

▲
三
十
一
日
衆
院
議
運
委

常
任
委
・
特
別
委
の
構
成
決
定
、

自
民
一
人
減
で
社
労
委
逆
転
。

　

十
一
月

　

▲
八
日
第
二
次
大
平
内
閣

一
ヵ
月
余
の
混
乱
の
末
組
閣
を
終

了
、
厚
相
・
野
呂
恭
一
、
労
相
・

藤
波
老
生
氏
を
起
用
し
た
。

　

▲
九
日
厚
生
省
大
谷
藤
郎

公
衆
衛
生
、
田
中
明
夫
医
務
の
各

局
長
を
昇
格
し
た
。

　

▲
二
士
日
自
治
省
百
三

病
院
の
市
町
村
立
を
再
建
す
る
方

針
を
打
出
し
た
。

　

▲
厚
生
省
臨
時
国
会
に
健
保

改
正
案
を
再
提
出
し
た
。

　

▲
二
十
六
日
厚
生
省
年
金

局
案
（
原
生
一
７
‥
）
円
国
年
五
五

円
の
加
入
者
拠
出
金
案
提
示
。
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全国患者団体連絡協議会加盟組織

く互療会｝

〒105港区酉新橋3－15－10原色版印刷内

　　　

雪0 3 (433) 16 4 1

《全国交通労働災害対策協議会》

〒171豊ＳＸ西池袋１－４－５

　　　

曹０３り182) 7 3 6 1

く全国腎臓病患者連絡協議会）

xl61新宿区下薦ら３一15－29田沼ピル（第二）

　　　

會0 3 (952) 53 4 0

《全国心臓病の子4共を守る会》

〒lm千代田区神田北乗物町17北乗ピル

　　　

曾０３ (256) 8 4 2 4

〈全国/lｘンセン氏病患者協議会》

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

≪0423 (94) 15 7 1

唾国職業性有害初障吝患者協議会〉

〒171豊易区西池袋3－47－18漬宮荘８号

　　　

･ 0 3 (986) 5 9 38

〈日本患者同盟》

〒la〕－04清瀬市松山2-13-12

　　　

會fl424(91) 0 0 5 8

《慢性哺化鯖中毒患糠

〒151渋谷区千駄ヶ谷1-31-5代々木病呪内

　　　

會･0493(24) 1 2 93後藤宛

く

心
Ｚ冪

　

え 1,X゛つ

や と 医 療 １９８ Ｏ年１月１日

　

拝
啓
障
害
年
金
改
正
を
矛
す
め

る
会
の
活
躍
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
京
都
市
に
庄
む
膠
原

病
（
強
皮
症
）
の
婦
禾
Ｓ
子
が
請
求

し
ま
し
た
「
簡
易
生
命
保
険
」
（
郵

政
省
）
の
傷
害
保
険
金
支
払
い
」
が

却
下
さ
れ
、
傷
心
頴
険
金
の
受
給
対

象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
膠
翁
（
全
身
性
強
皮
症
）

に
な
っ
て
、
両
肩
、
両
足
、
両
腕
の

各
関
節
に
障
害
が
で
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
生
活
の
不
自
由
度
が
高

く
な
り
生
活
費
（
収
入
）
に
も
事
欠

く
よ
う
に
な
り
、
廃
疾
保
険
金
を
請

求
（
申
請
）
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
郵
政
省
・
簡
易
保
険
局

は
「
簡
易
生
命
保
険
約
款
第
七
十
五

条
の
二
に
規
定
す
る
い
ず
れ
の
身
体

障
害
者
に
も
該
当
し
な
い
」
と
し
て

却
下
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
傷

害
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
も
「
思
い

が
け
な
い
事
故
」
に
該
当
し
な
い
と

し
て
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

廃
疾
保
険
金
、
傷
害
保
険
金
の
両
方

と
も
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
原
因
不
明
、
治
療
方
法

な
し
、
不
治
の
難
病
患
者
を
、
是
非

と
も
「
簡
易
生
命
保
険
の
傷
害
保
険

金
」
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う

皆
さ
ん
方
の
ご
援
助
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐

縮
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　

敬
具

　
　

【
お
返
事
】

　

長
い
闘
病
生
活
を
さ
れ
て
い
る
貴

女
に
心
か
ら
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
闘
病
生
活
に
ま
け
な
い

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
お
便
り
の
件
で
す
が
、
障

｀
瑶
金
改
正
卒
す
す
め
る
会
は
、
今

ま
で
国
な
ど
が
実
施
す
る
公
的
年
金

の
改
正
運
動
を
す
す
め
、
成
果
も
あ

げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
件
の
よ
う

な
私
的
年
金
に
つ
い
て
の
問
題
提
起

と
改
正
の
要
望
は
初
め
て
で
す
。

　

同
封
の
診
断
嗇
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
障
害
は
有
、
回

復
の
見
込
み
は
な
し
、
と
吝
き
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。
身
障
手
帳
も
四
級
を

お
持
ち
で
す
の
で
、
膠
原
病
友
の
会

と
相
蓼
し
て
運
動
を
準
備
し
ま
す
。

しよ

Ａ判400頁（グラビア8頁）定価2,500円

多摩全生園患者自治会編

京
都
市

Ｓ

子

（８）

膠
原
病
患
者
に
生
命
保
険
を

ハンセン氏病患者が綴る

国立療養所全生園の70年史

明治、大正、昭和にわたり8000余名の

ハンセン氏病患者が、強制隔離撲滅政

策のもとで壮絶に生きた軌跡史であり、

生存権を奪われた底辺からの民衆史

発

　　

行一光社

　

Tll3東京都文京区本郷1-30-18電話813-3061振替東京4-181221

申込み先

　

全国ハンセン氏病患者協議会多摩支部
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